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《
腰
痛
は
な
ぜ
起
こ
る
》

　

腰
痛
の
生
涯
発
生
率
は　

〜　
50

80

％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
国

の
１
ヶ
月
の
腰
痛
の
有
病
率
は
、

　

歳
代
女
性
の　

％
近
い
頻
度
を

70

50

除
き
、
各
年
代
と
も　

％
台
を
示

30

し
て
お
り
、
腰
痛
は
あ
ら
ゆ
る
年

代
に
起
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

腰
痛
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
腰
を
構
成
し
て
い
る
椎
間
板

や
筋
肉
だ
け
で
は
な
く
、
仕
事
上

の
問
題
あ
る
い
は
心
理
的
な
負
担

と
い
っ
た
目
に
見
え
な
い
ス
ト
レ

私
紙

糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸

ス
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

私
紙

糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸

わ
か
っ
て
き
て
お
り
、
心
理
面
で

の
改
善
が
腰
痛
減
少
に
つ
な
が
る

場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。

《
腰
痛
を
予
防
し
よ
う
》

　

腰
の
骨
や
周
囲
の
組
織
、
内
臓

な
ど
に
特
に
病
変
が
な
く
、
腰
が

痛
い
と
い
う
状
態
は
筋
・
筋
膜
性

腰
痛
と
呼
ば
れ
、
日
常
的
な
不
良

私
紙

糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸

姿
勢
が
原
因
と
な
っ
て
引
き
起
こ

私
紙

糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

不
良
姿
勢
は
、
腹
筋
や
背
筋
・

私
紙

糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸

足
の
筋
力
低
下
や
、
同
じ
姿
勢
を

私
紙

糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸

と
り
続
け
る
こ
と
に
よ
り
筋
肉
が

私
紙

糸
糸
糸
糸

硬
く
な
る
、
短
く
な
る
こ
と
で
生

私
紙

糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸

じ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
に

は
、
筋
肉
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
・

筋
力
強
化
が
有
効
で
す
。

◎
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

　

筋
肉
を
ゆ
っ
く
り
引
き
伸
ば
す

こ
と
に
よ
り
、
筋
肉
の
コ
リ
や
疲

れ
を
和
ら
げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◎
筋
力
強
化

　

関
節
周
囲
の
筋
肉
が
強
化
さ
れ
、

痛
み
の
予
防
、
姿
勢
の
改
善
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。

 

《
生
活
上
の
注
意
点
》

　

正
常
の
腰
椎
は
前
方
に
弯
曲

（
わ
ん
き
ょ
く
）
し
て
い
ま
す
。

こ
の
弯
曲
を
保
持
す
る
こ
と
が
腰

私
紙

糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸

椎
に
負
担
を
か
け
な
い
上
で
大
切

私
紙

糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸
糸

な
こ
と
で
す
。
こ
の
弯
曲
が
増
強

私
紙

糸
糸
糸
糸

し
て
も
、
減
少
し
て
も
腰
痛
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

▼
立
つ
姿
勢

　

背
部
を
ま
っ
す
ぐ
に
伸
ば
し
、

お
な
か
と
お
尻
に
力
を
入
れ
ま
す
。

片
足
を
台
に
乗
せ
る
と
痛
み
が
減

少
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
座
る
姿
勢

　

背
中
に
力
を
入
れ
る
こ
と
な
く

腰
が
後
ろ
に
反
っ
て
い
る
状
態
。

腰
の
後
ろ
に
小
さ
な
枕
や
タ
オ
ル

を
入
れ
る
の
も
１
つ
の
方
法
で
す
。

　
～
腰
痛
を
予
防
し
よ
う
～

理
学
療
法
士

　
中
川
絵
里
子
　

★読み聞かせボランティア募集中。詳しくは図書館までご連絡下さい★

新

着

本

の

ご

案

内〔
児
　
童
　
書
〕

▼
お
は
な
し
だ
い
ど
こ
ろ（
さ

い
と
う
し
の
ぶ
）▼
か
ぜ
が
ふ

い
て
き
た（
い
も
と
よ
う
こ
）▼

お
か
の
う
え
の
ギ
リ
ス（
ロ
バ

ー
ト
・
ロ
ー
ソ
ン
）▼
十
二
支
の

し
り
と
り
え
ほ
ん
ん（
高
畠
純
）

▼
イ
ト
ウ
く
ん（
三
木
卓
）▼
ベ

ン
ジ
ー
の
も
う
ふ（
ド
ロ
シ
ー
・

マ
リ
ノ
）▼
ふ
う
と
は
な
と
う

し（
い
わ
む
ら
か
ず
お
）▼
お
ひ

さ
ま
と
お
つ
き
さ
ま
の
し
た
で

（
黒
井
健
）▼
も
り
の
く
ま
と
テ

デ
ィ
ベ
ア（
和
田
誠
）

〔
一
　
　般
　　
書
〕

▼
エ
ス
カ
ウ
デ
ィ
上
・
下（
馳
星

周
）▼
通
り
ゃ
ん
せ（
宇
江
佐
真

理
）▼
輝
跡（
柴
田
よ
し
き
）▼

砂
漠
の
悪
魔（
近
藤
史
恵
）▼
孤

舟（
渡
辺
淳
一
）▼
砂
の
上
の
あ

な
た（
白
石
一
文
）▼
優
し
い
お

と
な（
桐
野
夏
生
活
）▼
お
別
れ

の
音（
青
山
七
恵
）▼
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン（
佐
々
木
譲
）▼
も
し
も

し
下
北
沢（
よ
し
も
と
ば
な
な
）

▼
オ
ラ
ク
ル
・
ナ
イ
ト（
ポ
ー
ル

・
オ
ー
ス
タ
ー
）▼
刑
事
の
は
ら

わ
た（
首
籐
瓜
於
）▼
抱
影（
北

方
謙
三
）▼
チ
ア
男
子（
朝
井
リ

ョ
ウ
）▼
ピ
ス
タ
チ
オ（
梨
木
香

歩
）▼
西
方
之
魂（
花
村
萬
月
）

▼
オ
ル
ゴ
ォ
ル（
朱
川
湊
人
）▼

灰
色
の
虹（
貫
井
徳
郎
）▼
ツ
リ

ー
ハ
ウ
ス（
角
田
光
代
）▼
ほ
か

げ
橋
夕
景（
山
本
一
力
）▼
人
生

の
使
い
方（
平
安
寿
子
）▼
坂
の

下
の
湖（
石
田
衣
良
）▼
ど
つ
ぼ

超
然（
町
田
康
）▼
歌
う
ク
ジ
ラ

上
・
下（
村
上
龍
）▼
千
里
伝（
仁

木
英
之
）▼
人
間
小
唄（
町
田

康
）▼
白
日
夢（
笹
本
稜
平
）▼

再
び
の
海（
澤
田
ふ
じ
子
）▼
ラ

プ
ソ
デ
ィ
・
イ
ン
・
ラ
ブ（
小
路

幸
也
）

―話　題　の　本―

『孤　　舟 』
（渡辺　淳一/著）

　大手広告代理店を定年退職した
威一郎。バラ色の第２の人生のはず
だが、彼を待っていたのは、夫婦関
係と親子関係の危機だった。人生最
大の転機をいかに乗り切るか！？

☆毎週土曜日

　14時00分～

おはなしかい開催

　

※
痛
み
が
強
い
場
合
や
、
急
激

に
痛
み
が
出
現
し
て
い
る
場
合
は
、

安
静
も
必
要
で
す
の
で
、
医
師
に

相
談
し
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

荷物は体の近くで持ち上げる 中腰や前かがみは危険！


